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汚
水
処
理
人
口
普
及
率

の
地
域
格
差

　
人
口
１
０
０
万
人
以
上
の
都
市

の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
99
・

５
%
に
達
し
て
い
る
が
、
人
口

５
万
人
未
満
の
市
町
村
は
76
・

７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
平
成

26
年
度
末
）。
こ
の
地
域
格
差
を

な
く
す
た
め
に
は
早
期
に
汚
水
処

理
施
設
の
整
備
が
必
要
だ
。
し
か

し
地
方
財
政
は
厳
し
さ
を
増
し
、

下
水
道
の
敷
設
に
か
か
る
費
用
や

維
持
管
理
費
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
人
口
減

少
化
に
お
け
る
下
水
道
の
計
画
手

法
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
新
た

な
整
備
手
法
、
集
落
排
水
や
浄
化

槽
な
ど
の
汚
水
処
理
施
設
と
の
一

層
の
連
携
強
化
が
始
ま
っ
た
。

　今
な
ぜ
、
ク
イ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
要
か

　「
下
水
道
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
低
コ
ス
ト
、
早
期
か
つ
機
動
的

な
整
備
が
可
能
と
な
る
新
た
な
整

備
手
法
に
つ
い
て
、
性
能
や
効
果

を
検
証
し
て
有
効
な
技
術
を
一
般

化
す
る
こ
と
で
、
全
国
の
各
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
下
水
道
事
業

を
支
援
し
て
い
く
も
の
だ
。
具
体

的
に
は
８
つ
の
整
備
手
法
が
あ

り
、
す
で
に
全
国
の
モ
デ
ル
市
町

に
お
い
て
社
会
実
験
が
進
め
ら

れ
、
そ
の
う
ち
７
つ
の
整
備
手
法

に
お
い
て
は
社
会
実
験
お
よ
び
技

術
評
価
が
完
了
し
一
般
化
も
さ
れ

て
い
る
。
新
た
な
整
備
手
法
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
下
水
道
整

備
に
か
か
る
大
幅
な
費
用
の
削
減

と
下
水
道
の
早
期
供
用
を
実
現
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。

　
工
場
製
作
型
極
小
規
模
処
理
施

設
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
施
設
が

不
要
と
な
っ
た
場
合
も
他
地
区
へ

の
転
用
が
可
能
で
あ
り
、
コ
ス
ト

縮
減
や
工
期
短
縮
で
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
市
販
の
工
場
製
作
型
処
理

施
設
を
下
水
処
理
施
設
と
し
て
活

用
で
き
る
未
来
型
の
下
水
処
理
施

設
と
い
え
る
。

　
今
回
発
表
さ
れ
た
「
下
水
道
未

普
及
早
期
解
消
の
た
め
の
事
業
推

進
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）」
の
「
未

普
及
解
消
計
画
策
定
編
」
で
、
工

場
製
作
型
極
小
規
模
処
理
施
設

は
、
転
用
可
能
な
市
販
の
工
場
製

作
型
処
理
施
設
を
活
用
し
、
供
用

に
長
期
間
要
す
る
地
域
で
、
上
流

に
処
理
施
設
を
設
置
で
き
る
用
地

が
確
保
で
き
る
地
域
や
施
設
規
模

の
小
さ
く
、
人
口
の
減
少
が
予
測

さ
れ
る
場
合
に
検
討
さ
れ
、
放
流

先
の
確
保
、
寒
冷
地
で
は
冬
季
の

凍
結
対
策
、
水
温
低
下
の
対
策
等

を
踏
ま
え
、
積
極
的
に
導
入
を
検

討
す
る
と
し
て
い
る
。
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《革新的な下水道施策を追う》
全
国
に
広
が
る

下
水
道
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
都
市
部
で
は
あ
る
程
度
の
下
水
道
整
備
が
進
ん
で
き
た
も
の
の
、

普
及
の
遅
れ
て
い
る
多
く
の
中
小
市
町
村
で
は
、
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
国
土
交
通
省
は
平
成
18
年
11
月
、
人
口
減
少
下
に
お
け
る

新
た
な
整
備
手
法
の
導
入
を
目
的
に
「
下
水
道
未
普
及
解
消
検
討
委

員
会
」
を
設
立
し
た
。
平
成
21
年
度
に
は
、「
下
水
道
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
」
と
改
名
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
低
コ
ス
ト
、

早
期
か
つ
機
動
的
整
備
が
可
能
な
整
備
手
法
を
導
入
す
る
革
新
的
で

効
率
的
な
下
水
道
整
備
と
し
て
、
工
場
製
作
型
極
小
規
模
処
理
施
設

な
ど
の
手
法
が
提
案
さ
れ
た
。
平
成
28
年
３
月
に
は
「
下
水
道
未
普

及
早
期
解
消
の
た
め
の
事
業
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
案
）」
が
国
土
交
通

省
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

▲苫前町社会実験　現場での施工確認

7月26日火〜7月29日金 4日間
10:00-17:00（但し、初日開館 10:30、最終日閉館 16:00）

ポートメッセなごや　入 場 無 料

フジクリーン
プレゼンテーション

7月27日水 場所：イベント館 第２会議室

11：00～11：25
産業廃水 
除害処理ユニットのご紹介
11：40～12：05

下水道クイックプロジェクト
工場製作型極小規模処理施設

「FGU型」のご紹介
フジクリーン工業出展小間
第3展示館  【3-531】



工
場
製
作
型
極
小
規
模
処

理
施
設
の
検
証

　
北
海
道
で
は
苫
前
町
、
安
平
町
、

標
茶
町
、
遠
軽
町
で
工
場
製
作
型

極
小
規
模
処
理
施
設
の
ク
イ
ッ
ク

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
用
さ
れ
、
そ

の
う
ち
苫
前
町
、
安
平
町
、
標
茶

町
の
３
町
で
は
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の

製
品
が
納
入
さ
れ
、
社
会
実
験
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
苫
前
町
で
は
、
人
口
の
減
少
に

よ
り
計
画
汚
水
量
が
減
少
す
る
た

め
、
処
理
施
設
へ
の
投
資
や
維
持

す
る
費
用
が
過
大
に
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
状
況
か
ら
、
工
場
製
作

型
極
小
規
模
処
理
施
設
の
設
置
を

し
た
。
処
理
方
式
は
接
触
酸
化
型

を
採
用
し
、
第
１
処
理
区
は
１
期
、

２
期
工
事
な
ら
び
に
社
会
実
験
の

検
証
が
終
了
し
、
２
０
１
３
年
４

月
に
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
般
化
が
成
さ
れ
た
。

　
下
水
道
ク
イ
ッ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
委
員
会
が
平
成
25
年
３
月

１
日
に
作
成
し
た
技
術
評
価
書

に
よ
れ
ば
、
建
設
コ
ス
ト
は
本
技

術
と
同
じ
規
模
の
処
理
施
設
を
有

す
る
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ

チ
（
O
D
法
）
は
な
い
が
、
同
じ

水
量
を
対
象
と
し
た
仮
想
設
計
に

よ
り
比
較
し
た
場
合
、
49
％
縮
減

さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
建
設
工

期
は
現
場
R
C
の
O
D
法
に
比

べ
て
75
％
短
縮
さ
れ
、
処
理
能
力

55
㎥
／
日
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
は

３
５
７
万
円
で
あ
る
が
、
下
水
処

理
場
の
場
合
、
下
限
値
の
処
理
能

力
３
０
０
㎥
／
日
で
は
７
４
２
万

円
と
な
っ
た
。
処
理
性
能
は
計
画

値
の
B
O
D
15
㎎
／
L
、
S
S
40

㎎
／
L
、
汚
泥
の
含
水
率
計
画
値

98
％
を
下
回
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
汲
み
取
り
式
便
槽
や

単
独
浄
化
槽
か
ら
工
場
製
作
型
極

小
規
模
処
理
施
設
に
切
り
替
わ
っ

た
こ
と
で
、
雑
排
水
の
放
流
が
減

少
し
、
生
活
環
境
の
改
善
が
な
さ

れ
、
地
域
住
民
の
協
力
に
よ
る
不

具
合
の
発
見
・
対
応
に
よ
り
、
早

期
の
管
理
が
行
え
る
な
ど
住
民
の

参
画
を
も
た
ら
し
た
。

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

F
G
U
型
を
活
用

　
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
は
苫
前
町
や
安

平
町
で
の
社
会
実
験
（
接
触
酸
化

型
）
の
知
見
を
基
に
工
場
製
作
型

極
小
規
模
処
理
施
設
F
G
U
型

を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
現
在
、
膜

分
離
型
の
標
茶
町
の
社
会
実
験
に

お
い
て
も
、
評
価
段
階
に
入
っ
て

お
り
、
今
後
の
一
般
化
が
期
待
さ

れ
る
。
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
の
担
当
者

は
「
人
口
が
集
中
す
る
都
心
部
の

汚
水
処
理
整
備
は
ほ
と
ん
ど
行
き

届
い
て
い
る
。
残
さ
れ
た
地
域
の

未
普
及
解
消
の
た
め
に
は
、
従
来

の
や
り
方
に
縛
ら
れ
な
い
コ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
優
れ
た
手
法

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
開

発
し
た
F
G
U
型
に
つ
い
て
は
多

く
の
自
治
体
か
ら
問
合
せ
が
あ
り
、

具
体
的
な
検
討
・
計
画
が
進
ん
で

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
今
後
も

新
し
い
汚
水
処
理
整
備
の
手
法
の

一
つ
と
し
て
全
国
の
自
治
体
に
提

案
し
、
普
及
促
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
豊
富
を
語
っ
た
。
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▲標茶町社会実験　FRP処理槽の搬入状況

フジクリーンの社会実験①
〔北海道安平（あびら）町〕 ◦接触酸化型

◦計画汚水量：209㎥ / 日
◦計画流入水質：
　BOD	 235㎎ / Ｌ　
　SS	 214㎎ / Ｌ
◦計画放流水質：
　BOD	 15㎎ / Ｌ以下
　SS	 40㎎ / Ｌ以下

安平町は、早来町、追分町が平成 18年に合併した人口 9,268 人（平
成 19 年 3 月末）の町だ。公共下水道の整備計画はあったが、安
平処理区や早来処理区へ汚水管を接続するには財政面から厳しく
なってきた。そこで縮減効果が高く、早期に供用開始するための手
法として、下水道クイックプロジェクトを導入した。

フジクリーンの社会実験②
〔北海道苫前（とままえ）町〕

◦接触酸化型
◦計画汚水量：165㎥ / 日
　（１期55㎥/日、２期110㎥/日）
◦計画流入水質：
　BOD	 270㎎ / Ｌ
　SS	 210㎎ / Ｌ
◦計画放流水質：
　BOD	 15㎎ / Ｌ以下
　SS	 40㎎ / Ｌ以下

北海道の北西部に位置し、沿岸漁業や農業、酪農が盛んな苫前町
の古丹別地区は、平成 9年度に策定した下水道基本計画と比べて、
人口が大きく減少している。そこで計画の見直しが図られ、将来の
人口動態による流入水量の変動に対応でき、低コストで供用開始ま
での時間を大幅に短縮できる増設可能な工場製作型極小規模処理
施設が計画された。

フジクリーンの社会実験③
〔北海道標茶（しべちゃ）町〕 ◦膜分離型

◦計画汚水量：133㎥ / 日
◦計画流入水質：
　BOD	 230㎎ / Ｌ　
　SS	 170㎎ / Ｌ
◦計画放流水質：
　BOD	 15㎎ / Ｌ以下
　SS	 8㎎ / Ｌ以下

標茶町のクイックプロジェクト計画対象地区磯分内地区の生活飲
料水はほとんどが、「掘り抜き」地下水を利用している。ただ、冬
場の凍結対策もあり、24 時間揚水、放流している。そのため水処
理施設に地下水が流入する可能性が皆無とはいえず、流量調整など
の対策などで事業費の高騰や供用の開始が遅れることが懸念され
ていた。このような現状のため、整備手法として、流量調整槽付き
の工場製作型極小規模処理施設（膜分離型）が選ばれた。


